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⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程
－義務教育段階での施策とのズレをどのように埋めるか－

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発揮」へ、
最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ探究
（個人探究）へ
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②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－

②補足Part2 現場の授業力に配慮して高次の資質･能力は評価せず－現実対応、
それで現場は変わるか？

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等の個別水
準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレをどのよ
うに埋めるか
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『論点整理』（2025年9月25日）

義務教育段階の の方向性（調整授業時数制度）

(1)多様性の包摂
(2)個に応じた指導
(3)カリキュラム･マネジ

メントの一層の推進
(4) 教師にとっての教
材研究、研修等の時間

新教科別の教科等に
時数上乗せ

１
２ ３
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74単位→148単位

（例）６単位→５単位
『教育課程部会総則・評価特別部会』

（令和8 [2026] 年2月19日）

高校では単位の組み替え
（≒新教科）
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・物理基礎・化学基礎・生物基礎･地学基礎を組
み合わせ「理科基礎」、化学基礎と化学を組み合
わせ「化学総合」、数学IIの中で数学Iの一部の内
容を扱う。

（取組例）

・論理国語の一部と理数探究を組み合わせ「アカ
デミック・プレゼンテーション」、データサイエ
ンスで探究を行う学校設定科目で情報Iの内容を
扱う。

・公共にグローバルの観点からの趣旨・内容を強化し、「グローバル公共」
など

・数学Iに義務教育段階の学び直しを加え、「数学基礎」など
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『論点整理』（2025年9月25日）

しかし、
義務教育段階の を踏まえることは暗に前提とされている

(1)多様性の包摂
(2)個に応じた指導
(3)カリキュラム･マネジ

メントの一層の推進
(4) 教師にとっての教
材研究、研修等の時間

新教科別の教科等に
時数上乗せ

１
２ ３



専門高校の に総合的な探究を組み込む ＞

• 大学や産業界と連携した高度な課題研究

（問題）

• そこでは、自己の生き方在り方に繋がる課題や探究よりも、実社会実
生活、学問的な問題の解決に力点が置かれる

• 柔軟な教育課程として総合探究（自己の
在り方生き方）を課題研究の導入として
位置付ける

（次期改訂に向けて）

教育課程部会＞産業教育WG資料（2025年12月16日）を改変→

• 課題研究では、課題や問いは外から与えられる

も同様





高校の柔軟な教育課程の

・高校で示される柔軟な教育課程施策は、義務教育段階の「新教科」に相当する
＞「授業時数上乗せ」 「裁量的な時間」

• とくに「多様性の包摂」課題は重要な取組となる

① 義務教育段階の「裁量的な時間」に相当
するものは高校でも教育課程全体で取り組む

• もともと高校には、義務教育段階と異なり、
学校設定の教科･科目、選択科目もあり、教育
課程編成の自由度が高いという事情がある

→不登校、障がい、外国籍、特異な能力等だけでなく、ある学校独自の事情を多様性として
捉える（地域、能力など）
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② 既存の各教科等の減単にあたっての
要件はかなり厳格に規定されている。
審議会の資料（下記）を参照のこと

『教育課程部会総則・評価特別部会』（令和8 [2026] 年2月19日）

https://www.mext.go.jp/content/20260220-mxt_kyoiku01-000047485_07.pdf
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